
不正リスクに対応した監査のプロセス 

 

ある

企業及び企業環境の理解 
（内部統制・事業上のリスク） 

重要な虚偽表示のリスク

の暫定的評価 

財務諸表項目 財務諸表全体 

［全般的な対応］ 
 補助者の増員 
 専門家の配置 
 監査時間の増加 
 監査手続の選択に際して経営者に予

測され難い要素の追加 

不正リスクに対応

する監査手続 
評価したリスクに対応

する監査手続（内部統制

の運用状況の評価と実証

手続）の実施 

監査計画の修正 

不正リスク要因の検討及び

不正リスクの適切な識別 

 

財務諸表全体に係る不正

リスク要因の検討及び不

正リスクの適切な識別 

ない 

経営者に質問

し説明を求め

るとともに、追

加的な監査手

続を実施 

想定される不正の態様等に直接対応し

た監査手続を立案し監査計画の修正

（不正による重要な虚偽の表示の疑義

に関する十分な検討を含む。） 

・想定される不正の態様等に直接対応
した監査手続の実施 

・監査事務所としての審査等 

必要と判断

した追加的

な監査手続

を実施 

十分かつ

適切な監査

証拠を入手し

たか 

不正による重要

な虚偽の表示を示

唆する状況 

ない 

ある 

いいえ

監査計画 
（評価したリスクに対応する監査手続［内部統制の運

用状況の評価と実証手続］の計画） 

 関連して入手

した監査証拠に

照らして経営者

の説明に合理性

があるか 

不正による重要な虚偽の表示の疑義 

はい
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